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指導と評価の計画って何？

〇指導と評価の計画は、単元構造図とも言われ、その単元について、「いつどのような指導し、
いつ評価をする」という見通しをもつものです。今回は、水泳の授業を例に挙げています。

指導するタイミングと評価するタイミングは、身につけさせたい資質能力によって
違います。いつ指導し、それをいつ評価するのか、よく考えて作成しましょう。
（例） 「知識」や「思考・判断・表現」は、指導したことをすぐに評価できる。

「技能」や「態度」は、身に付けるには、少し時間がかかるため、
数時間後することが望ましい。

※ 知識は、ペーパテストだけで、技能は、スキルテストだけで、
評価するものではありません。
評価する時間に生徒の活動を評価してください。
授業中の生徒の様子をしっかりと見てください。

この番号は、評価規
準にある番号です。

指導したことを
知識・技能だけではありません！

思考・判断・表現等や態度もしっかり
指導してください。

バランスよく評価
知識・技能だけではありません！

思考・判断・表現等や態度もしっかり
評価してください。

一体化

③ 評価規準で示された指導する内容
を、いつ評価するかを示します。

② 単元の中で、いつ指
導するのかを示します。

① この単元で、何をどの
ように評価するのかを示
します（評価規準）。

まず、その単元の学習の目標（育成
したい、３つの資質能力）を示します。

横軸は、単元の計画を、縦軸は、１単位時間の計画
を示します。その際に、可能な限り詳細に示すことで、
見通しをもちやすくなります。

「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」
「学びに向かう力・人間性等」の３つの観点を


